
神奈川東部ヤクルト販売株式会社様は、1971年に設立された「北京浜ヤクル
ト販売株式会社」を前身とし、2011年4月に、「相武ヤクルト販売株式会社」と
「川崎ヤクルト販売株式会社」との統合により新体制となりました。この統合に
より営業所が39拠点にまで業務エリア範囲が拡大。そこで、クラウド型のグ
ループウェア「サイボウズ  Office」の導入の検討、2013年1月に本格導入し社
内ネットワークの円滑化を図っています。
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神奈川東部ヤクルト販売株式会社様

複数拠点間の
情報共有に向けた
クラウド型グループウェア
のご提案

管理本部　情報システム課次長　櫻井良美 様

社内の情報が一つにまとまり
リアルタイムに共有ができるようになりました。

流通・サービス業界事例

課 題
拠点ごとに情報共有の仕組みが異なることで、発生していた

伝達の遅れや内容のズレを改善したい。1

ＩＴ導入を検討したが、サーバー管理の手間や、
社員が使いこなせるかという不安があった。

2

情報共有の仕組みが異なる 3社が統合したことにより、
拠点間における連絡や報告がうまく行かなかった。

効 果

全社の情報が一元化され、全拠点が同一の情報をリアルタイムで
共有できるようになった。また、クラウドを活用することにより
サーバー管理が不要に。

1 グループウェアの導入により
全社員で情報共有がリアルタイム化。
また、お客様相談に寄せられた情報も一元化。

2 クラウドの活用で、
サーバー管理の手間を払拭。
体験版で操作性も事前に確認ができた。
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神奈川東部ヤクルト販売株式会社
神奈川県川崎市高津区千年 708
964 名
ヤクルトを中心とする乳製品乳酸菌飲料、清涼飲料、
食品、化粧品の販売。
http://kanagawatobu-yakult.co.jp
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お 客 様

インタビュー
Customer Interview

2011年の3社合併により企業規模および業
務エリアが拡大した神奈川東部ヤクルト販
売株式会社様では、各社情報共有の仕組
みが異なっていたので、いかに一つにまと
め情報を正確かつ速やかに共有するかとい
う課題に直面していました。
「たとえば会議を行っても現場レベルにまで
情報がなかなか伝っていなかったり、内容が
微妙にズレて伝わるようなことがありました。
“ホウレンソウ” は最も大切なことだとプロ
ジェクトメンバーとも話し合い早急に仕組み
を変えるように模索していました」（櫻井様）。
1年半にわたりスムーズに情報伝達ができる
ように経路を工夫するなど試行錯誤を重ねた
上で、グループウェアの導入を検討。いくつ
もの製品を比較するなかで、知名度や実績か
らサイボウズ  社のサイボウズ Officeを第一
候補に挙げられました。

「しかし、当社にとってグループウェアの導
入にあたり、IT関係に強い社員も数名し
かおりませんでしたので、果たして社員が
上手く使いこなせるかという不安がありま
した」（櫻井様）。
そこで、まず機能や操作性を確かめるため、
昨年8月に体験版を使用。使いやすさに手応
えを掴んだ上で、社長からの「現場でいかに
簡単に活用できるのかということを示して欲し
い」という要望に応えるため、活用方法・効
果機能のプレゼンテーションを実施しました。
その結果、今年の1月から本格的に導入。
まずは、一部幹部社員を対象に40名程度
からスタートし、段階的に活用できる社員
を増やしていきました。
決め手となったもう一つの要因は、クラウド
上で利用できる点。総務兼情報システムを
担当されていた櫻井様は、「サーバー管理業

務はアウトソーシングも検討していたので、
サーバー新設が不要で管理の手間もかから
ない点もポイントでした」と語ります。

次のステップとして、社内全体に浸透させる
ために誰もが必ず接する環境を構築しまし
た。「かねてから社内の ITリテラシーの底
上げを図りたいと考えていたのですが、全
社員を対象とした管理月報の提出を行うこ
とで、今ではほぼすべての社員が活用でき
るようになりました」（櫻井様）。
各拠点で行われていた会議内容や、本社か
らの基本的連絡事項も、登録をすればリア
ルタイムに共有でき情報伝達の問題点も払
拭されました。全社員で共有できるように
なったことは大きな成果です。
一方、お客様相談に寄せられた声は紙ベー
スで回覧しており、受けた担当者や回覧を
見た人の範囲内でしか情報共有できなかっ
た点を、いかに現場に反映させる方法はな
いかと考えられていました。

そのような情報も登録することで、リアル
タイムな一元管理が可能に。「お客様の声
の良いことも・悪いことも、オープンになっ
たことで、事前により良い対応方法を確認
できるようになったほか、お客様の声が励
みにもなりました。そして、他の人の取り
組みも分るのでお互いに刺激しあえる関係
になり、ノウハウの蓄積に役立っています」
（櫻井様）。
いつでもどこでもアクセスできる使い勝手の
よさも魅力とのこと。「スマートフォンからも
閲覧できるのが便利ですよね。私も毎日、
通勤中に今日のスケジュールなどを確認して
います」（櫻井様）。

導入から半年余りで、全社員への速やかな
浸透を実現された神奈川東部ヤクルト販売
株式会社様。
「今まで総務担当者に直接聞かないと分ら
なかった情報や、ＩＳＯも導入しているの
で、それらを含めた現場の知りたい情報を
素早く開示して、誰でもどこにいても必要
な情報が取り出せるように活用していきたい
ですね」（櫻井様）。
情報共有の活用以外にも“顧客管理機能”な
ど、“もっとできることがある”と、視線はすで
にその先を見据えています。
「今後も有効な活用事例を提案してもらいな
がら模索したいと考えています。社員のIT
への意識も高まりましたし、さらなる情報共
有の円滑化・迅速化を推し進めて行きたい
ですね」と今後の展望を語って頂きました。
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リコーワンストップくらうど
インターネットを利用した業務改善のお手伝い。気軽
に使える月額クラウドサービスで、お客様のＩＴ活用と
コスト削減を力強くご支援いたします。

スケジュール、掲示板、ワークフロー、メールなど、企業内
での情報共有に欠かせない充実した基本機能を網羅。
1ユーザー月額500円。初期費用無料（5ユーザーから契
約できます）。

※サイボウズ、Cybozuはサイボウズ株式会社の登録商標です。
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iPhone/iPad/Androidアプリケーション『TAMAGO Clicker』（無料）をダウンロードし、
カタログの表紙を撮影（クリック）すると、インターネット上の関連情報をご覧いただけます。

オンラインショッピングはもちろん、リコー機器の活用サポートや
業務効率化支援を含めた、総合インターネットサービスです!

http://www.ricoh-japan.co.jp

http: //www.netricoh.com

本カタログは、リコーが提供する新しいクラウドサービスである
Clickable Paper™サービスに対応しています。

■ 導入の背景

営業所数が39拠点にまで拡大し、
情報の伝達のズレなどが課題に。

■ 導入の効果

共有した情報をノウハウとして
蓄積できる点も大きなメリット。

■ 今後の取り組み

他社の事例なども研究しながら、
さらなる有効活用を図りたい。

■ 選定のポイント

体験版で確かな手応え。
サーバー管理が不要な点も決めてに。

神奈川東部
ヤクルト販売株式会社様

管理本部
情報システム課　次長
櫻井 良美 様

（サイボウズ社製）


